
CBPのミッション：障がいのあるなしに関わらず学生がよりよい大学生活を送るための活動をする

支援ルールを支援者
全員理解しているのか？

手話を使える支援者が少ない

外国語の支援での情報量が足りない

意見交換会以外でも情報交換できる
場がほしい

意見交換会に
行きづらいなあ…

手話を覚えたいけど難しそう…

打ち合わせで
利用者から何も言ってもらえない…

手話を学ぶ機会が少ない

問い合わせ先
【愛媛大学障がい学生支援ボランティア(CBP) 】

E-mail: cbp.scv@gmail.com Facebook: https://goo.gl/jAx8Hq

①支援

・利用者から授業前の打ち合わせの時に支援のルール変更について
支援者に説明する

・利用者とCBPで打ち合わせのロールプレイを行う

・支援者が打ち合わせで確認することをまとめる

・外国語の支援での注意点やポイントをまとめる

②手話

・CBPのミーティングで最初の15分間を手話の勉強に充てる
・バリアフリー推進室と連携して講座を開く
・利用者が支援の打ち合わせで積極的に手話を使う

③意見交換会
・Twitterの質問箱で気軽に聞ける環境を作る
・意見交換会の名称を変える
・意見交換会後に参加者へのインタビューを行う

支援者へ
聴覚障害学生の
気持ちをもっと
知ってほしい

聴覚障害学生へ
どんな支援が必要なのかもっと教えて！！！！

相互理解を
進めたいな。。。

mailto:cbp.scv@gmail.com

